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民の祝日に関する法律によると成
人の日は「おとなになったことを
自覚し、みずから生き抜こうとす

る青年を祝いはげます」日とあります。
月 日、さくらぴあで平成 年廿日市市成
人式が行われました。
　今年は廿日市市内で ， 人が 歳となり、
新たな出発を迎えます。この日のため、新
成人 人が成人式実行委員会に加わり、会
場で配られた記念品や成人式のしおり、恩
師からのビデオメッセージなどの準備をし
てきました。
　式に先立ち、会場に集まった新成人のた
め、廿日市高校吹奏楽部による演奏と廿日
市祭礼・佐方獅子舞保存会による獅子舞が
披露されました。
　式典で新成人誓いのことばを述べた 能  登 

の と

 谷  輝 さんと 田  野  原  楓 さん。 人は新成人代
や ひかる た の はら かえで

表として「これまで出会った全ての皆さん
への感謝の気持ちと、成人としての自覚を
忘れることなく、世のため人のため、社会
に貢献できる一人の人間として生きていき
ます」と誓いました。
　式後、参加者は出身中学校ごとに分かれ、
久しぶりに会う友人や恩師と楽しそうに話
していました。　

・ ＿眞野市長に新成人
誓いのことばを述べる田野
原さんと能登谷さん。 ＿
地域のボランティアによる
餅つき。 ＿オープニング
を飾った廿日市高校吹奏楽
部の演奏。 ＿記念品のタ
ンブラー。「語り合い、つ
ながり合い、そして一人ひ
とりがいのちいっぱい自分
の花を咲かせて」と願いを
込め、新成人の恩師がデザ
インしました。

＿会場に集まった新成人は
人。 ・ ＿会場には久し

ぶりに会う友人や恩師と記念撮
影や思い出話に花を咲かせる姿
がありました。 ＿成人式実行
委員の皆さんと眞野市長（左か
ら 番目）。実行委員は左から
山本航さん、能登谷輝さん、田
野原楓さん、梶田健さん、広兼
和真さん。 ＿テレビの取材に
答える新成人。
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いろいろな人が、それぞれの生き方で暮らしています。
障がいがあっても、頑張っている人を紹介し、
全ての人が当たり前に生活ができる社会を目指して、
何ができるかを考えます。

■民間企業（従業員 人以上）における障がい者の
　実雇用率

（平成 年度厚生労働省発表資料）

グッディーズで働く谷川香津美さん。詳しくは次ページ。

障害福祉課緯運 　健康推進課緯欝問合せ

こ
の
ま
ち
で
生
き
て
い
こ
う

そ
う
心
に
決
め
た
の
は

素
晴
ら
し
い
出
会
い
が

あ
た
か
ら


